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 オリビン粉体の従来法（電気炉と分光測色計）による 500－1000℃、50 分－168 時間の加熱色変化実験の結果、オ
リビンの高温酸化では、まず 430 nm における吸収帯（主に Fe3＋ の配位子場分裂）が増加し、後に 550 nm 付近の
吸収帯（Fe3＋ ペアでカップルした遷移）が増加した。実験生成物の電子スピン共鳴法などによる分析から、430 nm
の吸収帯はオリビン結晶構造中の Fe2＋ の酸化によって生成した Fe3＋ により、550 nm 付近の吸収帯はヘマタイト
（Fe2O3）様物質が生成したためと考えられる。これらの結果、オリビン粉体の色は、加熱初期に主に b* 値（黄色
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Fe2＋ の酸化によって生成した Fe3＋ による 430 nm における吸収帯（主に Fe3＋ の配位子場分裂）が増加して b＊ 値
（黄色さ）が増加し、次にヘマタイト（Fe2O3）様物質が生成して 550 nm 付近の吸収帯（Fe3＋ ペアでカップルした
遷移）が増加して a＊ 値（赤さ）が増加したと考えられる。 
 本研究で開発した高温その場顕微可視分光法により、火山噴出物とその構成物質（造岩鉱物・ガラス）の色変化過
程、特に初期の速い Fe2＋ の Fe3＋ への酸化過程を追跡することが可能となったので、今後噴火の時間スケールなど
への制約ができることが期待される。 











 また、オリビン粉体の従来法（電気炉と分光測色計）による 500－1000℃、50 分－168 時間の加熱色変化実験の結
果、オリビンの高温酸化では、まず 430 nm における吸収帯（主に Fe3＋ の配位子場分裂）が増加し、後に 550 nm
付近の吸収帯（Fe3＋ のペアによる電子遷移）が増加した。実験生成物の電子スピン共鳴法などによる分析から、430 
nm の吸収帯はオリビン結晶構造中の Fe2＋ の酸化によって生成した Fe3＋ により、550 nm 付近の吸収帯はヘマタイ
ト（Fe2O3）様物質が生成したためと考えられる。これらの結果、オリビン粉体の色は、加熱初期に主に b＊ 値（黄







Fe2＋ の酸化によって生成した Fe3＋ による 430 nm における吸収帯（主に Fe3＋ 配位子場分裂）が増加して b＊ 値（黄
色さ）が増加し、次にヘマタイト（Fe2O3）様物質が生成して 550 nm 付近の吸収帯（Fe3＋ のペアによる電子遷移）
が増加して a＊ 値（赤さ）が増加するという、色変化機構が初めて明らかになった。また、本研究で開発した高温そ
の場顕微可視分光法により、火山噴出物とその構成物質（造岩鉱物・ガラス）の色変化過程、特に初期の速い Fe2＋ の
Fe3＋ への酸化過程を追跡することが可能となり、今後噴火の時間スケールなどへの制約ができることが期待され、
極めて高く評価される。 
 よって、本論文は博士（理学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
